
■調査内容 本島住⺠ 離島 対  意識調査

■調査方法 Web調査

■調査対象

１．県内本島在住でWeb調査会社に登録している20才以上 男⼥
２．1,126件（男性562／⼥性564）

■調査項目

１．離島      
２．離島認知   
３．離島訪問経験
４．離島訪問目的（訪問経験者   ）
５．離島訪問意向
６．離島訪問     理由（非意向者   ）
７．⾏     離島（3ヵ所）
８．訪問   離島 選  理由 何     
９．モニターツアーの参加可否
１０．離島交流   意向
１１．旅⾏頻度
１２．沖縄 離島  訪問頻度
１３．離島交流   意向理由
１４．A・B   ⾦額 ＰＳＭ分析
１５．参加      理由
１６．離島振興      意⾒  感想

■調査期間 2015年11⽉26⽇(⽊)  11月30日(月)

■集計方法 （１）単純集計
（２）   集計（性別 年代別）

実施概要

20代 30代 40代 50代 60代 合計
男性 61 149 122 167 63 562
⼥性 177 159 119 89 20 564
合計 238 308 241 256 83 1,126
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【４】沖縄本島住民の離島に対する意向調査

（１）沖縄本島住⺠ 離島 対  意識調査



総括
■離島         
本島住⺠ 離島          海      豊  ⾃然 残         ⾃
然 関     ⾼    ⾏        ⾏     離島           
 宮古島   ⽯垣島  上位 ⼊     ⾏       離島  観光旅⾏ 主 占
        離島 訪問   理由                          
     意⾒ 多    
⼀⽅ 訪問     離島 理由 多      島      知       意⾒ 
多     本島住⺠ 知        重要    
■交流           
モニターツアーの参加可否については「参加したい（28.2％）」「やや参加したい
（23.4％）」で合わせて51%が参加意向を示した。
離島交流    上位         下位      以下     
【上位】
１位 グルメ（食べ歩き） 77.3%
２位 歴史、史跡訪問、散策 71.9%
３位 地域でのまち歩き 67.8%
【下位】
１位 増農（サトウキビなど） 42.8%
２位 漁業体験 36.3%
３位 祭  ⾏事 運営側（    ）   参加 35.9%
        意向理由  参加     選択  ⽅ 多       ⾏      
     体験 ⾏        意⾒ 多    
        料⾦      船 利⽤  場合 16,210円 航空機利⽤ 場合
は21,338円が最適価格と分析できた。
■モニターツアー参加者ポテンシャル
本島内人口を約129万人として

1,290,000×28.2％（モニター参加意向者） ＝363,780人
（※成人以上の場合 986,000×28.2％ ＝278,052人）

が本事業の最大参加希望者数と推計する。 71

【４】沖縄本島住民の離島に対する意向調査

（１）沖縄本島住⺠ 離島 対  意識調査
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■調査内容 離島交流 対象     団体      等 意向 確認 本事業 需要度 探  

■調査方法 ヒアリング調査

■調査対象

１．18市町村対象離島 受⼊可能性     調査
※対象離島   伊平屋村 伊是名村 伊江村 本部町⽔納島    市津堅島 南
城市久⾼島 渡嘉敷村 座間味村 粟国村 渡名喜村 久⽶島町 南⼤東村 北⼤
東村 宮古島市 多良間村 ⽯垣市 ⽵富町 与那国町 18市町村。
２．対象団体  離島派遣意向     調査（10団体）
企業5、⼤学2、旅⾏会社1、スポーツ団体1、⽇本ボーイスカウト沖縄県連盟1

■調査項目

○18市町村対象離島       項目
① 過去 交流団体受⼊ 実績    
② 今後 交流団体 誘致受⼊ 意向    
③ ボランティアツーリズムというコンセプトに賛同する団体誘致の可能性は

あるか
④ 受入についての課題とメリットはなにか
○団体ヒアリング項目
① 対象離島  訪問宿泊経験 過去実績
② 離島交流 実施              課題
③ 離島訪問意向 条件
④ ボランティアツーリズム事業についての評価

■調査期間 2016年1⽉21⽇  3月9日

実施概要

【４】沖縄本島住民の離島に対する意向調査

（２）沖縄本島所在の団体への意向調査
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総括
■まとめ
離島  交流団体 誘致受⼊     ⼤半 前向  意⾒      中   島
の宿泊施設や交通機関のキャパが少なく、団体の受入体制が整っていない問題なども
挙がっている。
⼀⽅ 団体 離島訪問意向     全団体 前向  姿勢     
団体   研修 福利厚⽣          課題 研究活動 地元 ⼈  交流 
   離島 活⽤      興味    県 ⽀援事業 元 参加      意⾒ 
あった。
    受⼊側 離島     団体 受 ⼊  際         受⼊体制  課
題が多く挙がっていた。
団体側  同様  離島 活⽤  際        課題   受⼊体制   挙 
られ、概ね一致している。
団体          積極的 意⾒ 多       為 離島 抱    課題 
団体のボランティアなどをうまく活用し、連携することで、早期解決に繋がることも期待され
る。
今回 事業 通   離島訪問意向 強 出    受⼊側 課題 解決      
更  離島交流 発展 繋     結果  推測    

■離島  団体訪問    
各離島    団体受⼊実績  16市町村中、6市町村と37.5％が団体の受け入
 実績     ⼀⽅ 団体 過去 離島訪問宿泊経験   団体  10団体中、
8団体で80%という結果となった。
■ボランティアツーリズム事業について
離島    団体      前向  声 多        受⼊側 ⼩規模離島  
は、受入体制の問題が挙がった。

【４】沖縄本島住民の離島に対する意向調査

（２）沖縄本島所在の団体への意向調査
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■調査内容
本年度 調査事業 設定   各離島          対  受容性 確認   
但           島毎 多数策定       全     調査 ⾏    困
難               ５ 程度 類型化 調査 ⾏       

■調査方法 インターネット調査

■調査対象

沖縄本島在住者（回収目標 1,500件）
※１８のモニターツアープログラム案について参加意向を確認するために、

６プログラムづつ３つに分けて調査を実施する。
※500件×３調査（それぞれ６プログラム）＝1,500件

■調査項目

①対象離島  訪問経験
②離島訪問意向
③離島         参加意向
④③ 回答 理由（参加   理由      理由⇒改善点）
⑤旅⾏     情報源（広報施策  展開 目的 ）
⑥その他

■調査期間 2016年3⽉18⽇  3月21日

■集計方法
(1) 単純集計
(2)    集計（性別 年代 離島訪問経験 有無）

実施概要

【４】沖縄本島住民の離島に対する意向調査

（３）沖縄本島住⺠          関  評価調査
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総括

（３）離島        受容性調査

【４】沖縄本島住民の離島に対する意向調査

総括

■旅⾏実態    
本島在住者 対      調査 実施 離島  訪問頻度 年間1回、2~3年 1
回、4~5年 1回程度 多           顧客       季節 夏 家族旅⾏
が多い。
旅⾏についての情報源としては「インターネット」が最も多く、約8割の⽅が選んでいる。旅
⾏ ⼿配⽅法     WEBサイトから」が7割を超え、インターネットで情報収集し、予約
 ⾏ 様⼦ 伺   

■沖縄離島旅⾏経験    
     訪問       離島   ⽯垣島  伊江島  宮古島  渡嘉敷島  久

⽶島     所 多  今後⾏   離島    ⽯垣島  宮古島  ⻄表島  与那国
島     離島    

■モニターツアープランに対する評価について
離島           参加意向 調査 18プランで実施した所、全プランで

20% 50% 肯定的意⾒     
最  魅⼒的  思    回答 多     海 ⼭ 味       次   たーんむ収
穫＆島 魅⼒発⾒                  島内散策  続     
回答        否定的 意⾒     離島  ⾏     出来         

ムがほしい」などが挙げられた。
■まとめ
今回 結果   滞在期間          導⼊   時間割      内容 ⾒直

    多  要望     更 分析 ⾏  上  魅⼒                
     必要    魅⼒的 離島交流    多数    選択肢 多 設      
多様 旅⾏         本島住⼈ 離島住⼈  交流促進 図     考   


